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1.NPO活 動 と女性

1)NPO法 の成立

1998年3月,特 定非 営利 活動促 進法(通 称

NPO法)が 交付 された。2000年9月 現在,認 証

を受けたNPOは4966法 人である1)。では1998年

まではNPO(nanpro且torganization),す なわち

非営利団体が 日本になかったのかといえば,そ う

ではない。「利潤 をあげるこ とを目的 と しない,

公益的な活動 を行 う民間の団体」2)という広 い意

味でのNPOは あ った。それは,公 益法人であ り,

法人格をもたない社会活動団体である。これ らは,

さまざまなNPO的 活動をすでに行 っていた。

しか し公益法人は,「 実 は官益法人」 といわれ

るほど,官 僚の天下 り先や補助金の トンネル機関

としての機能を肥大化 させていることが明 らかに

なってきた3)。また職員数 に比べて理事数が非常

に多 く,有 給常勤役員が平均年 間2000万 円以上

の報酬 を得ている公益法人が139も あるという4)。

その活動の公益性ばか りでな く,公 益法人の存在

自体が疑問視 されるようになって きた。
一方社会活動団体の方 も

,ボ ランティア精神だ

けで活動 を発展 させるのは困難であることが明ら

かになって きた。被扶養の地位 にいる主婦を中心

とする,活 動 の問題や限界 も見 えて きた5)。よ り

充実 した活動を行 うには,専 任スタッフを雇用で

きるような組織作 りが必要になってきている。

こうした時期に,阪 神淡路大震災が起 きた。そ

の経験は,行 政任せでは本当に援助を必要 として

いる人々に適切なサー ビスを提供するのが困難で

あるとい うこと,市 民が専門家 とも協力 し合いな

がら相互扶助的な行動 を起 こさなければ,自 分 た

ちの生命や生活を守ることがで きないことを,示

したという6)。また,ボ ランティアへの関心が高

まり,ボ ランティアを志望する人々が増 える中で,

その善意 を活用するシステムをつ くる必要がある

こともわかった。これまでのような,官 主導のサ

ービス提供の限界が見えて きたのである
。

こうした機運が盛 り上が ってNPO法 が成立 し

た。だがまだその活動 は緒についたばか りである。

NPO法 の第1条 に記 された 「市民が行 う自由な社

会貢献活動」 として,ど のような活動があ り得る

のか,ど の ような課題 や問題があ るのか,何 が

NPOを 支えるのか。未知数の部分が大 きい。

本稿 では,日 本での女性 たちのNPO活 動 の可

能性 を探 るため,以 前か らNPO活 動が組織化 さ

れているカナダの,「 女性たちの」NPOを 参考 に

しなが ら,NPOへ の女性の関わ り方 を考察 して

みたい。

まず,日 本 のNPOの 可能性 と,女 性 たちの従

来の社会貢献活動の意義 と問題点を概観 しておこ

う。

2)NPOへ の期待

NPO法 が成立 した背景の ひとつに,官 に よる

福祉サー ビス提供の限界 と,公 益法人の問題性が

明 らかになって きたことがある。

官によるサー ビス提供の限界 とは,法 律 ・規則

に基づ く運用のため,個 別の多様 なニーズに応 じ

られないことである。太田弘子は次の ようにい う。

「わが国の福祉サ ービスは"措 置行政"と いわれ

てきた。措置 とは,法 律 に基づ く行政処分である。

どのような福祉サービスを必要 とするか,利 用者

が決めるのではな く,福 祉事務所が調査 して措置

を決定することになってお り,サ ービスを必要 と

するものが必要に応 じて給付 を受けるとい う発想
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にはたっていない」7)。行政のサービスは,国 民

や市民の大多数の支持 を得るための手続 きや官僚

機構のために,柔 軟性や速攻性 に欠ける反応にな

りが ちなのだ8)。

また長い間の官僚支配は,そ のシステムの運用

基準やそ こで働 く人々の発想や行動様式 を硬直

的 ・高圧的なものにして しまったため,ク ライエ

ン ト(サ ー ビスの受け手)へ の対応はサービスと

はほ ど遠い ものになって しまっている。 日本 には

そ もそも,公 共サービスの提供に公僕 として携わ

る人々が,国 民や市民 に奉仕する精神をもって仕

事 をしているか どうかをチェック し担保する仕組

みや仕掛けが存在せず9),業 務の公益性を国民 に

説明するという発想 も技術 も,統 治システムに組

み込 まれていなかったlo)。

クライエ ン トのニーズに合わせて,よ り柔軟で

サー ビスの名にふ さわ しい対応 をするため には,

規則 に縛 られない,フ レキシブルな処方を描ける

活動主体が必要だ。行政が規則 に従って,ク ライ

エ ン トにとって必要なサー ビスの一部 しか提供で

きない ような場合で も,そ れを有償 ・無償のボラ

ンテ ィアによって補 うような組織,複 数の団体の

サービスを組み合わせて多様で固有 なクライエ ン

トの生活 を支えられるような組織が,い ま必要 と

されている。近代化 し都市化 した社会では,ホ ー

リステ ィックな人間観や生活観 にもとつ くサービ

ス提供がます ます重要になってきている。

公益法人の問題性 も,構 造改革論議の中でいっ

そ う明らかになっている。官僚の天下 り先を確保

するために設立 されたかの ような法人,次 々 と公

益法人や特殊法人 を渡 り歩いて数回 も巨額の退職

金を手に入れる法人役員たち,政 治家への献金 と

個人やその家族の利益 を生み出すためのKSDの

ような法人11),天 下ってきたのはいいが,な にも

せず上席に座って一 日中新聞 と電話で時間をつぶ

す元官僚など。公益法人 に群がって甘い汁を吸 っ

ていた人びとや法人自体に対す る風当た りは,不

況の中ます ます強 まっている。またこうした体質

の組織では,本 当に福祉サービスを必要としてい

る人々への,適 切な対応 は望むべ くもない。その

まなざしが向いている方向がまった く違うのだか

ら。こうした既存の公益法人ではな く,理 念 とこ

ころざ しをもった人々が,ク ライエ ン トの生活の

身近にいる人々が,自 分自身や家族や知人の経験

を通 してクライエ ン トのニーズに理解や共感 をも

つ人々が,サ ー ビスの提供主体 になる必要があ

る。

一方
,私 企業は,官 公庁 に比べて顧客のニーズ

に敏感で,ニ ーズの開拓やフレキシブルな対応に

は積極的である。 しか し組織目的が利潤の追求に

あるので,購 買力のある顧客は適切 ・快適なサー

ビスを享受で きるが,購 買力のない人々にとって

は無縁の存在である。そ して社会にはずっと多 く

の,よ り安価な,も しくは福祉的なサービスを必

要としている人々がいる。そ して本来こうした庶

民の,も しくはマイノリティの人々へのサービス

提供は行政の仕事であったはずだが,社 会の急激

な変化 に取 り残 され,多 様化 に合わせた対応が と

れないでいる。

こうして官公庁 と私企業 によるサービス提供の

限界 と問題が次々 と明 らか にされるに したが っ

て,自 分たちの手でサービスを生み出 し,必 要 と

している人々に必要なだけ提供できる組織 を創 り

たいという人々が生まれてきたのである。硬直的

で官僚的な対応ではな く,ま た利潤追求の私企業

化で もな く,人 々のニーズに適切 に対応 して公共

的サー ビスを提供するために,「 市民 自らが問題

解決の手段 を自分 たちの手に取 り戻 し,彼 らの置

かれている状況の改善 と基本的権利の確保 を図ろ

う」12)とする機運が起 こってきた。 また社会が豊

かにな り,人 々の多様性や価値の多元性への要求

が増加 して きたこ とは,小 回 りの利 くNPOが 多

品種少量生産のサービスを提供する方がニーズに

適合 した質の高いサービスをより効率的に供給で

きる,と の考えを生み出 したのである13)。

3)日 本の女性 たちの活動

日本の女性たちはすでに,公 権力機構でもな く

営利企業でもない組織作 りを実践 し,小 さな草の

根ボランティアグループから巨大な生活協同組合

に至るまでの団体 に依拠 して,さ まざまな社会活

動を行 っている。PTAや 自治会に活動範囲をひろ

げれば,学 齢期の子 どもをもった既婚女性の5割

以上が,何 らかの社会活動 に参加 している14)。企
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業戦士の男性が職場で精力を使 い果たしているよ

うな都市の住宅地では,地 域活動はほとん ど女性

によって担われているといっても過言ではない。

とりわけ福祉サービスの領域での女性の貢献は

大 きい。老人介護サービスの団体は女性によって

成 り立っている。たとえば社会福祉活動 を行って

いる市民活動 団体の65%,保 健 医療系の団体の

55%が,主 に女性ス タッフによって運営 されて

いる15)。高齢者向けのサービスを提供 している団

体でも,女 性が無償あるいは低額の有償労働で実

質的活動 を担 うという組織が多いようだ16)。

女性の活動の組織率が もっとも大 きい と考 えら

れる生協活動 についてみてみ よう。産業社会 ・利

潤追求社会に対するアンチテーゼ,あ るいはオル

タナテ ィブと して,NPOや 女性 の活動 を位置づ

け ようとする佐藤慶幸 によれば,女 性 のNPO活

動 ともい うべ き生活 クラブ生協やそこから発展的

に誕生 したワーカーズコレクテ ィブは,産 業社会

が置 き去 りに し,企 業の論理 には組み込 まれに く

かった環境や健康や安全や安心を重視 し,そ れを

優先事項 とする活動を行 ってきた という。

班別予約共同購入の意味 を環境問題 にまでふ く

らませなが ら,そ れ を基盤にさまざまな運動や活

動に取 り組 むことで生活世界 を新たに構 築 し,そ

のことによって資本 と国家の複合的システムによ

って一方的に支配 されて きた政治,経 済,文 化,

そして社会 を逆規定 しようとする,生 き方 を変え

た女性 たちの生活者運動が,生 活クラブの研究を

とお して浮かび上がってきた17)。

またワーカーズコレクテ ィブは,こ れまで私事

化 された私生活の領域 である家庭のなかで,女 性

が当然に引 き受けるべ きもの と考 えられて きた不

払いの家事 ・育児 ・介護労働 を,私 的世界か ら地

域の共同労働に変化 させた18)。それ と同時に労働

が,女 性 たちの 自己発見や 自己革新 につ なが り,

自由で充実 した人生に不可欠であるとの 自覚をも

たらした19)。

しか し生協組織の事業経営や政策 ・方針決定へ

の女性の参画は進 んでいない。たとえば全国の理

事長51人 の うち女性 は11人(21.6%)を 占める

に過 ぎない。専務理事や常勤の常務理事 もほとん

どが男性 であ る20)。経済的自立 を必 要 としない

「主婦」 たちが,ボ ランティア精神か ら実質的な

活動を担 っている組織なのである。労働の意義 を

掲げて出発 したワーカーズコレクテ ィブも,年 収

200万 円の収入を得るのは困難である21),ま たワ

ーカーズコレクテ ィブ ・デポーの活動 に従事 して

いる女性 たちの多 くは年収100万 円以下であ り,

扶養家族の地位 を保障 して くれるその金額 を超え

た年収 を得たい と考 えている人は,約3割 にす ぎ

ない。半数以上は 「経済的にも自立 していない し

職業 にもついていない」 と自己規定 しているとい

う鋤。

こう したワーカーズ コレクティブがNPOと し

て法人格を取得 し,行 政の補助や企業 と賛同者の

寄付 を集めることがで きるようになれば,女 性 た

ちの無償労働 を有償化 し,被 扶養者の主婦によっ

て担われてきたサービス提供 を,経 済的自立をも

た らす職業に変えることができる。日本の社会の

なかに潜在化 して きた女性の能力 を労働 の場に引

き出す うえで,大 きな役割 を果たす こ とになろ

う。

しか しそれだけでは,結 局女性がこれ まで担 っ

てきたケア役割や家庭責任に関わる労働 を,単 に

有償化するに過 ぎない。女性たちをジ ョブゲ ット

ーに押 し込め
,性 別役割分業 を再生産することに

なる可能性がある。

伝統的な性別分業観やそれによって支えられて

きた権力志向 ・利潤追求型の社会か ら訣別 し,新

しい生 き方や働 き方を開拓する主体 にするには,

女性たちに自覚 と自立を促 し,連 帯 と共同につな

げてい くようなエ ンパ ワーメン ト23)の「教育」が

必要である。

つ ぎに紹介するカナダのNPOは,女 性 の自立

や差別か らの解放のための教育を,目 的のひとつ

に揚げている。機会を剥奪 されてきた女性 たちに

経済的自立や自己実現に向けて自らを労働力化す

るための学習機会 を提供する 「タイムズ ・チェイ

ンジ」。将来の経済的自立に向けて少女 たちを指

導 ・支援す る 「働 く女性の コ ミュニテ ィセ ンタ
ー」。そ して,女 性の権利 と平等のための出張授

業の プログラムを開発 した 「リーフ」。2000年9
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月,ト ロ ン トにあ る これ らのNPOを 訪 問 した。

2.カ ナ ダ のNPO

1)タ イム ズ ・チ ェイ ンジ

タイムズ ・チ ェイ ンジの オ フ ィス は,ト ロ ン ト

市 の 目抜 き通 りに面 した新 しい ビル の17階 にあ

る。 地下 鉄 の駅 か ら徒 歩2-3分 。 足場 も抜 群 で

あ る。 素 晴 ら しい眺望 の この スペ ー ス を,10年

契 約の 格安 の 賃料 で借 りたの は1994年,ト ロ ン

トが不 況 にあ えい で空 き部 屋が あふ れてい る時だ

った。所 長 のパ ッ ト ・バ ー ドは,「 今 な ら とて も

考 え られない こ とだ け ど」 と,こ の 時の判 断の適

切性 を自慢 げ に語 って くれた。

ここ タイ ムズ ・チ ェイ ンジは,社 会保障 の援助

を受 けてい る女性 や,子 育 て を終 えて労働市 場 に

復 帰 しよう としてい る女 性 たち の手助 け をす る こ

とを 目的 と してい る。 コ ンピュー タの初 歩 を教 え

るコ ンピュー タ室,面 接 試験 の練習 な どをす るセ

ミナー室,カ ウ ンセ リング ・ルームの他,資 料 室

があ る。資料 室 には,ト ロ ン ト中か ら集 まって き

てい る求人票 が壁 一杯 に張 られ てい るほか,詳 し

い内容 を問 い合 わせ るための電 話,履 歴 書 を送 る

ための フ ァ ックス も備 え られ てい て,無 料 で利 用

で きるよ うになってい る。資料 室 は,も うひ とつ

のNPOで あ る オ フ ィス ・ワー カ ー ズ ・キ ャ リ

ア ・セ ンター と共有 してい て,労 働 や職業 に関す

る豊 富 な文献が検 索 しやす い よ うに整理 され た図

書室 に もな ってい る。

コ ンピュー タ室 に は,7台 ほ どの 新 しい コン ピ

ュ ータが並 んでい た。パ ッ トに よればせ っせ と申

請書 を書 い た成 果 だ とい う。 ここで はコ ンピュー

タ訓練 は もちろ ん,カ ウ ンセ リ ングや面接 指導 も

無料 で受 け られる。

この よ うな立派 な設備や サ ー ビスの財 源 は どこ

か?パ ッ トに よれ ば,カ ナ ダ連 邦 政府 の 人 的資

源 開発省 が経 費 の60%を,後 述 す るユ ナ イ テ ッ

ド ・ウエ イ とい う寄付 金 を集 めて配分 してい る組

織 か らの補 助 金が17%を カバ ー してい る とい う。

残 りは トロ ン ト市役所 や個 人 の会費や 寄付で まか

なってい る。問題 は毎年毎 年,こ れ らの経理 報告

書 と,次 の年度 のため の補 助金 や寄付 金の ための

申請 書 を書 か ねばな らない こ とであ る。パ ッ トの

仕事 の大 半は,こ う したペーパ ー ワー クで 占め ら

れてい る とい う。せ め て2-3年 単 位 の援助 が 得

られれ ば,と 彼女 は嘆い てい た。

この組 織の理事(役 員〉 たち は,人 的資源 開発

省 の天下 りで は な く,全 員 ボ ランテ ィア,無 報酬

の女性 た ちで あ る24)。 そ もそ もカナ ダのNPOの

役 員 はボ ラ ンテ ィアで な くて はな らない。 ス タ ッ

フは所 長,カ ウ ンセ ラー,コ ンピュー タ指導 者,

ホ ームペ ー ジ作 成者,受 付 な ど8人 であ るが,時

給 は全 員 同 じで,22.66カ ナ ダ ドルだ とい う。パ

ッ トに よれば,最 近 理事会 と交 渉 して,こ の時給

に加 えて健 康保 険 と年 金 の12.6%を 補助 して もら

え る こ とに な った とい う。 所 長 のパ ッ トは週30

時 間のパ ー トタイマ ー だか ら,35時 間働 い てい

る別の ス タ ッフよ り月給 が少 ない とい うこ とに な

る。 この他 にボ ラ ンテ ィアが16人 。専 門の勉 強

を してい る大 学や専 門学校 の学 生が,実 地研 修の

ような形で参加 しているケ ース も含 まれる。

こ この プロ グラム を見 てお こ う。 家庭 な どで長

い 間不 払 い労働 に従事 して きた女性,年 齢 や人種

によって差 別 され た女性,カ ナ ダでの教育 や経験

が不足 してい る女性,障 碍 を もった女性,再 教育

の機 会や技術 や経 済の変化 か ら取 り残 され た女性

たちが,こ こを訪 れ る とまず カ ウンセラー による

面談 を受 け る。 その上 で毎週行 われ てい る 「ス タ

ー トワー ク シ ョ ップ(2時 間半)」 に参 加 す る。

その結果,相 談者 は自分 のニ ーズ に合 うサ ー ビス

や プ ロ グ ラ ム を見 つ け て,第 ニ ス テ ップ に進

む。25)

第ニ ステ ップ と しては,ま ず 「キ ャリア ・プ ラ

ンニ ング ・ワー クシ ョップ」 があ る。 これは 自分

の もってい る技 能 ・関心 ・目標 を明 らか に したい

女性,職 業 を変 え ようと してい る女性 の ための 自

己評価 と職業 発見 のための ワー クシ ョップで,週

2回5週 間の10回 プログ ラムだ。 この プ ログ ラム

は,オ ンタ リオ州 政府女性 局の助成 金 を もらって,

この タイ ムズ ・チ ェイ ンジが開発 して汎用性 を高

め,冊 子やCDに して配布 してい る。

この プ ログ ラムの 指導 者用 ガ イ ドブ ックに は,

タイムズ ・チ ェイ ンジの理念 や方法 が示 されて い

る。 なぜ"女 性 のため"と い う目的 を掲 げ,対 象

を女性 に特 化 した求職 支 援 セ ン ターが 必 要 な の
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か,ど のような方法で恵 まれない環境 の女性たち

を支援 しようとしているのか,そ れが平易 に書か

れているので,内 容を摘記 して考察 を加えてみた

い26)o

自分の中の強 さと能力 に目覚め}自 分 のや りたい

ことを選び,障 害 を乗 り越えてい くための手 だて を

獲得するこ とによって,こ の プロ グラムに参加 した

女性 たちは,自 信 を もち,自 分 の人間 としての価値

を信 じるこ とがで きる ようになるのです。受容 し,

敬意を もって接 し,支 援 して くれる環境の中で学ん

でこそ,自 己概念 を高め ることがで きるのです。(p.

4)

タイムズ ・チェインジが対象にしているような

女性たちは,差 別や不払い労働 を強い られている

間に,労 働者 としてばか りでな く,一 個の人間 と

しても,自 信を失 ってしまうことが多い。 また自

分が何 をしたいのか,何 がで きるのかについて も

確固たる 自覚を持てずに過 ごして しまう。そうし

た女性たちが経済的自立に向けて求職活動 を始め

ようとする時に大切なのは,自 分が労働の権利 を

持 っていることに目覚め,そ の実現 を要求 してよ

いのだと自信 を持つ ことである。それは人間 とし

ての権利であ り,働 き続 けるための原動力で もあ

る。その自覚 と自信をもたらすのは,声 高な説教

でもなければ,扇 動的な激励で もない。今あるが

ままの彼女 たちを受け入れ,一 個の人間 として尊

重 し,主 体性 を側面か ら支えて くれる態勢である

というのだ。この姿勢はエ ンパ ワメン トを生み出

すための ものだといえるだろう。エ ンパワメン ト

につながる自尊感情の項には,次 の ように書かれ

ている。

社会が押 しつ けた役 割 を忘 れて,自 分 自身 につい

て関心 を払 う権利があるこ とを,女 性た ちに納 得 さ

せ るこ とは重要です。 グループの メンバーが互い に

励 ま し合い,フ ィー ドバ ックの機会 を作 り,情 報 や

支援 を提 供する ことに よって助け合 うことは,自 尊

感情 を生み出すのに役立 ちます。キ ャリアプラ ンニ

ングの過程 を折 に触れて振 り返 ってみる ことは,自

分の進歩の過程 を確認す るの にも役 立ち ます。 キ ャ

リアプランニ ングを立て る過程 を経 過するこ とによ

って,そ れぞれの女性が 自分 の強 さ,技 能,関 心,

必要,価 値 に気づいて 「自信」が形成 され るのです。

彼女 たちの 自尊感情 を高めた り,低 めた りす る要素

につ いて説明 して,参 加 者 とじっ くり時間 をかけて

話 し合 うことが重要です。

もちろん,も っと深刻 な問題 も自尊感情 に関わっ

てい ます。性 的暴行 や離婚 したばか りとい う経験 を

持つ人 は,自 尊感情 を傷つけ られ,混 乱 し,長 い間

苦 しむ ことがあ ります。 こう した場 合 には支援 的な

個人 カウ ンセ リングを頻繁 に行 う必要 があ ります。

(p.6)

タイムズ ・チェイ ンジが対 象としている女性た

ちは,周 囲から寄せられる役割期待に添 うように

育てられ,自 分の欲求を後回 しに し,他 人の要求

に応 え,他 人にケアサービスを提供することを美

徳 として教 え込 まれてきた人々である。 こうした

価値が内面化 して しまった女性 たちは,何 を した

いのかを問われても答えることができない。 まし

て長 く不払い労働 を強制されて きた女性や,家 庭

に押 し込められてきた女性たちにとっては,自 分

の欲求や希望に目を向けてみることさえ困難であ

る。 このガイ ドブックでは,そ うした女性たちの

状況 を把握 した上で,同 じ経験 を共有する参加者

同士の話 し合い と助け合いの中か ら,自 尊感情 を

獲得できると考えている。自我に目覚め,自 分 を

かけが えの ない大切 な存在 であ るとの 自覚 を持

ち,自 分の要求を実現することの正当性 を信 じる

ことができるのは,同 じ問題 に悩み,そ れを乗 り

超 えようとしている女性同士の支え合いなのだ。

また,よ り深刻な問題状況にあ る人 にとっては,

もっ と個別の対応が必要 なことはい うまでもな

いo

フ ァシ リテー ターは,女 性が さらされて きたステ

レオタイプな考 え方や偏見や差別 を否定 し,異 なる

生 き方があるこ とを示す ことがで きます。多 くの女

性 は経験 のない職業 につ くことを尻 込み しがちです

が,多 様 な職業が あること,ど んな職業 で も就 きた

い職 業に就 く権利があ ることを強調 しましょう。男

性職 に就 いて成功 してい る女性 がいる ことを,ビ デ
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オを用いて示すの も有効です。

また ジェ ンダー差 別や 人種 差別 あ るい はセ クシ

ュアル ・ハ ラス メ ン トが い まだに な くな って いな

い とい う現 実 につ いて隠 さず に語 るこ とも大切 で

す。女性 が経済 的 に有利 な選択 を行 える ように し,

低賃 金労働 に女性 を閉 じこめ るゲ ッ トー化 を うち

破 るため には,皆 で力 を合 わせ て立 ち向か ってい

くこ とが必 要だか らです。(p。4-5)

ファシリテーター とは,学 習の場を組織 し,教

材 を提示 し,司 会進行役 を勤め,ワ ークシ ョップ

の参加者の発言や活動 を促 し支援する役割 を果た

す人のことである。 タイムズ ・チェインジが,女

性たちの求職活動の支援 をワークシ ョップ形式で

行 っているの も,参 加者の主体性 と参加者同士の

集団的 ・創造的学習 を重視 しているか らである。

またファシリテーターは,参 加者 に新 しい情報,

たとえ不愉快でも正 しい情報 を提供する必要 もあ

る。

女性たちをピンクカラージョブと呼ばれる低賃

金の補助職に押 し込めて しまわないためにも,女

性 たち自身がや りたい仕事に就 くことができるよ

うにするためにも,た とえ門戸は狭 くても新 しい

労働市場が開けていることを示 して,彼 女たちを

動機づけることは必要だ。 また女性労働者 を取 り

巻 く環境が必ず しも平等で健全ではないことを明

らかに してお くことも大切だ。ここでは,劣 悪な

労働環境の 自覚 を持つことが,そ れを改善するた

めの集団的努力につながると考えられている。

ファシ リテーターは,家 庭責任 を他の人 と分 かち

あえるこ とに気づかせるこ とがで きます。職場 内保

育所,フ レックス タイム制,有 給 ・無 給休暇,保 育

所 や老 人セ ンター などの情報 と知識 を提供 する必要

に気づ き始め た進歩的な雇用者 もい ますが,こ うし

た負担 の軽減措置は,ス トレスを軽 くする方法 の一

つにす ぎませ ん。 ファシリテーター は,参 加 者が自

分 自身の欲求 を吟味 し,も っ と満足すべ きバ ランス

を達成す るため にどうすれば よいか を話す ように励

ますこ とがで きます。 また他の人が どの ように問題

を解決 してバ ランス をとってい るか を聞 くこ とはと

て も役 に立つ し力づ け られることです。 どんな選択

をして も,人 生 にはい くぶ んかのス トレスがつ きも

のだ ということに気づ くこ とは大切 です。すべ きこ

とは積極的 にまた さまざまの折 り合い戦略 を増や し

てい くこ とです。 これはグループによる分 かち合い

や手助けの提供 によって可能です。(p.5>

職業 をもつ多 くの女性 にとって,家 庭 と職場の

二重負担の問題は避けて通ることのできない課題

である。 このガイ ドブ ックは,家 庭責任 をもっぱ

ら女性が負担すべ きもの とい う前提 に立ってその

負担 を少 しで も軽 くする方法を編み出す ことは,

二次的な解決策にすぎないとい う。家庭における

パー トナーとの関係性 を変え,職 場での働 き方を

変えることによって,も っとバランスのとれた構

造 を生み出す方向を目指すべ きなのだ。 ワークシ

ョップで参加者同士が情報 を交換 し,経 験 を語 り

合 うことによって,各 自が解決のヒントや方法を

見出すことがで きるのである。

この他 の第 ニ ステ ップ と して は,「 求職 ワー ク

シ ョップ」 があ る。 これは職の探 し方,履 歴書 の

書 き方,面 接の受 け方 な どを身につ ける。 自分 の

したい仕事 や生 かせ る経験 が はっ き りしてい る人

のための ワーク シ ョップであ る。私が この ワー ク

シ ョップの部屋 を訪 れた時 は,ち ょうど休 憩 に入

ってい て,見 学 させ て もらえなか ったが,円 形 に

置かれ た椅子 に座 って,相 互 に顔 の見 え る形式 で

行 われ ていた よ うだ。フ ァシ リテ ー ター によれば,

面接 者 に信 頼感 を持 って もらえる よ う,自 信 にみ

ちた態度 で 自己ア ピールで きる ように,み んなで

練習 す るの だ とい う。 ガ イ ドブ ックに も書か れて

い る よ うに,「 移民 女性 や,し ば ら く家庭 に入 っ

てい て再 就職 を しよ うとす る女性 に とって,彼 女

た ちの経歴 や これ まで の資格 ・能力が低 く評価 さ

れた り,無 視 され るこ とが多 い。 この問題 を解 決

する ため には,自 分の これ まで の経 験 の重要性 を

自覚 し,自 信 を もって雇 用者 と面 談で きるよ うに

する こ とと,職 業 につ いての最新情 報 を知 って訓

練 を受 け る こ と(P.6)」 が重 要 なの であ る と,

考 え られてい る。

最 新 の情 報 や訓練 とい えば,「 コン ピュー タ初

級 講座 」 もあ る。 ここで は,ワ ー ド,エ クセ ル,
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パ ワーポ イ ン ト,イ ンター ネ ッ トの,個 別 もし く

は小 グル ープの指導 を受 け るこ とがで きる。私 が

覗い た時 は,女 性 が3人,指 導 者の個 別指 導 の も

とに練習 に励 んでい た。 その うちの一 人はサ リー

を身 に まとった子 連 れの女性 だ った。

その他 に,個 別の教 育 ・訓練 カ ウ ンセ リ ングが

行 われ,相 談者 た ちが,キ ャリアプ ラ ンニ ングを

必 要 と してい るか どうか,職 業 目標 が適切 か な ど

を見極 め,そ れぞれ に合 った訓練 プロ グラム,英

語 の訓練,実 地研修,非 伝 統 的職業,ミ クロ テク

ノロ ジー,経 済 的支援 や保 育所 の情報提 供 を行 っ

ている。

ひとわたり見学 させてもらった後で,ス タッフ

の数人とキッチ ンで昼食を共にした。 タイムズチ

ェインジで働 く前は,歴 史書出版社 に勤務 してい

た所長のパ ッ ト,教 師を辞めて一時家庭に入って

再就職 したカウンセ ラー,別 のNPOで 働いてい

た人な ど,大 多数 は中年期 の女性 たちであった。

その中で比較的若いアン ドレアは,ま だ保育所に

入っている幼児 を抱えているので,子 育てに理解

のあるスタッフに助けられて働けるこの職場が非

常に気に入っているのだとい う。ここには 「素顔

のアメリカNPO」z7)で 描かれていたような,生 活

保護 を受ける代わ りにNPO職 員 になっていると

い う人はいない ようであった。私の友人によれば

時給22.66ド ルは,福 祉NPOの 中では高給 に属す

るそうなので,自 分の したい仕事 をしてよい給料

を得ているのなら,み んなが機嫌 よく働いている

のは当然か もしれない。

2)働 く女性 の コ ミュニ テ ィセ ンター

(WorkingWomenCommunityCentre)

私 たちの訪問 を,大 盛 りの 果物 や ク ッキ0を 用

意 して待 ち受 け て くれ た,こ のNPOも 元 気 でや

る気 に充 ち た女性 たちで運営 され ていた。 タイム

ズ ・チ ェイ ンジに比 べ る と,組 織 も設備 も貧 弱で,

ち ょうど事務 所移転 の時 と重 なって いてほ とん ど

資料 を入手 す るこ とはで きなか ったが,い かに も

地域 に根 ざ した草 の根 ボラ ンテ ィアか ら生 まれた

よ うな グル ー プであ った。 このNPOは,タ イム

ズ ・チ ェ イ ンジ と同様ACTEW(後 述)の 傘下 に

あるが,タ イムズ ・チェインジが労働省の委託を

受けたハローワークの ような活動 をしているのに

対 して,こ のNPOが 主 として対象 としているの

は,ポ ル トガルの少女たちである。

プログラム ・デ ィレクター,TJ・ シャーや コ

ンサルタン トのフェリシダー ド・ロ ドリゲスの話

によれば,ポ ル トガルの女子高校生の退学率が非

常 に高いという。それはポル トガルの伝統や歴史

や家族観 に由来する。女性は弱い存在で,自 立な

ど必要な く,家 庭で夫や子 どもの世話をして生 き

るのが幸福だ というような伝統的性役割観が強い

のだ。こうした環境で育つことによって,女 子高

校生たちは自分たちには学歴や職業能力は必要な

い と考えるようになる。その結果,き ちんとした

職業 をもてず,経 済的自立ができないポル トガル

女性が再生産 される。この連鎖 を断ち切 りたいと

の思 いをもつ女性 たちが,こ のNPOを 立ち上 げ

たのだ。そこで彼女たちがつ くったプログラムが,

高校 中退者や学校嫌いの女子高校生 に対するキャ

リア教育である。それは,た とえば医者や弁護士

や建築家な どキャリアを積んだポル トガル系の女

性ボランテ ィアが,女 子高校生 と一対一のペアを

組み,ビ ッグシスターのように少女たちの悩みや

希望の相談 に乗 り,進 路や職業の情報 をあげると

い うものだ。またキャリア女性たち自身が,女 子

高校生のロールモデルでもある。ポル トガル系の

女子高校生が勉学意欲を喪失 し,学 業 を放棄 して

しまうのは,未 来 に希望が描 けないからで,具 体

的で魅力的なモデルを示 し,職 業への道筋を示す

ことがで きれば,学 習意欲 を喚起 し,中 退者が減

少すると考 えられている。

またここは,ポ ル トガルや南米出身女性のため

の地域セ ンターの機能 も果 た してお り,タ イム

ズ ・チ ェインジでホームページ制作者 として働い

ている,グ アテマラか ら来たイダリアの母親 も,

ここの高齢者プログラムを利用 しているとい う。

さらに黒人女性 を対象 とした,「 クック&ト ー

ク」(料 理 を作 りなが らお しゃべ りをする)と い

うプログラムも実施 している。英語が不 自由で家

庭か ら出かけて行 きに くい黒 人の移民 女性 たち

に,料 理 という共通の身近な作業をしなが らお し

ゃべ りを楽 しむ機会を用意することで,カ ナダ社
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会へ の適応 を図 るの だ とい う。 この プ ログラムは

黒 人 女性 コ ンサ ル タ ン トに よって 実 施 され てい

る。 また こう したお しゃべ りの 中か ら,た とえば

ドメステ ィック ・ヴ ァイ オ レンスな ど,彼 女 た ち

の抱 える問題 が明 らか になる。 カ ウンセラー を利

用 す る とい う知 識 や経 験 の ない女 性 た ち に とっ

て,自 然 なお しゃべ りを通 して支援 の手 が差 しの

べ られ るのは,非 常 に有効 な解決 法で ある といっ

て よい。

このNPOは,ト ロ ン トの南 米 出 身者 の 多 い地

域 に生 まれ,ポ ル トガル女性 固有の 問題 を解 決す

るため のプ ログ ラムを組 み,ま た黒 人女性 が置か

れてい る状 況や 経験 に合 った方法 で彼 女 たち にア

プ ローチ しよ うと してい る,ま さに コ ミュニテ ィ

に根 ざ した,コ ミュニ テ ィ ・ベ ース トなNPOで

あ る とい って よい28)。

3)女 性 の法律教 育 と行動 の ための基金

(LEAF:TheWomen'sLegalEducationand

ActionFund)

この 略称 リー フ とい うNPOは,カ ナ ダの 「権

利 と自由の憲章」 の精神 を実現 し推進 す る ことを

目的 とす る組織 であ る。事務 局長の ナ ンシー ・ラ

ドク リフに よれば,主 な活動 は,法 廷闘争へ の介

入,法 律 の改正運動,そ して学校へ の出張教 育 だ,

とい う。

第一 の活動 であ る法廷 闘争 で は,女 性 が差別 さ

れ権利 を侵 され ている裁判 に介 入 し,異 な る視 点

か らの法解釈 やあ るい は判例 を示 し,正 しい判 決

が 出る よ うに導 く。 これ まで取 り扱 って勝 利 した

法廷 闘争 は,女 性へ の暴 力,不 公正 な年 金,セ ク

シュ アル ・ハ ラス メ ン ト,妊 婦 差別,社 会 的 ・法

的保 障,レ ズ ビア ンや ゲイの 人権,雇 用 基準 の性

バ イ アス,な どであ る。

第 二 の活動 で あ る法律 の改 正 について は,不 平

等 ・不公 正 な法律 を改正 した り,法 律 が作 られ る

時 に 「権利 と自由の憲章 」 の精 神 に沿 った もの に

な るよ うに ロ ビー活動 を行 った り,運 動 を展 開 し

た りす る。 そ もそ もリー フは,カ ナ ダの 「権利 と

自由の憲 章」 の改正 作 業 が始 まっ た1981年 に芽

を出 した組織 であ る。性 や 人種 や 障碍者 な どに対

す る差 別 を禁止 す る明確 な条 文 を,こ の憲 章 に組

み入れさせ ようという運動が出発点で,そ の後 こ

の条文を実効性のあるものにするための組織 とし

て発展 し,1985年 になって正式に設立 されたの

だ29)。

訪問 したヨーク大学で,私 たちにリーフの存在

を教えて くれたメアリルー ・マクフェ ドランも設

立者の一人であるが,リ ーフについて次のように

語っている。「リーフはカナダが生み出 した非常

にユニー クな女性の権利擁護団体で,証 拠 に基づ

いて活動 するそのや り方は女性の平等権 を保障す

る上で効果的である と,国 内外から高 く評価 され

ている」3U}。

第三の教育活動は,11歳 か ら14歳 までの男女

生徒 を対象 とす る出張授業(ア ウ トリーチ)で あ

る。カナダで も不平等問題はな くなった と思 って

いる若い世代の人たちが多い。 しか し採用や就職

後の昇進 ・処遇 に関する女性差別,あ るいは女性

や子 どもに対する暴力が,厳 然 と存在することを

子 どもたちに きちんと伝 えなければ,差 別はいつ

までたってもなくならない。この認識から,生 徒

たちがまだ子 どもの時期に人権や法的責任 を学ぶ

ことによって,被 害者や加害者になるのを防 ぐこ

とを目的 とするプログラムを作成 している。学校

に出向いていって行われるワークシ ョップでは,

性的暴行,合 意の形成,権 力関係,公 正の権利,

そ して 「カナダ権利 と自由の憲章」について考え

る機会 を提供する という。この活動は,主 にボラ

ンティアによって行われ,リ ーフはボランティア

の訓練のためのセ ミナーを開催 している。

リーフではボランテ ィアたちが大 きな割合 を占

めている。 トロントには全国事務所 と支部がある

が,全 国事務所の専属の職員は先に述べた事務局

長のナンシーと事務職員一人であった。法廷闘争

にしろ,法 律改正に しろ,大 学の教員や女性弁護

士たちが中心となって,そ のテーマに関心 をもつ

女性 グループや個人を巻 き込んで,運 動 を組織す

るとい う。闘争 目標が明 らかになる と,全 国に散

らばったボランテ ィアたちが,情 報やデー タや専

門知識を提供 して くれた り,署 名運動 を展開して

くれたりするという。法律大学院の学生がボラン

テ ィアとして参加 し,そ のまま職員になることも

ある。
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驚いたことに,か な り闘争的だと思われるこの

NPOに,新 聞社や放送会社,銀 行や ビール会社,

スターバ ックスや フェアモン トホテルなどの私企

業がかな りの寄付 を行 っていることである。 しか

しそれで もまだ財政難であるようで,ナ ンシーが

メイルで送って くれた最近の情報では,リ ーフの

ような全国 レベルの女性団体のための,新 しい基

金 を設立 したとい う。それは後に述べるユナイテ

ッ ド・ウエイの女性版のようなもので,こ こに集

められた寄付金はすべて全国 レベルの女性団体に

配分されるようにするとい う。 というのは,女 性

のためのNPOに 配分 される寄付金は全体の4-

5%に 過 ぎず,そ れでは女性のためのNPOに 寄付

したい と考えている人たちの希望に沿っていない

と見ているのである。 しか し私の 目には"女 性の

ため"を 謳 ったNPOが 存在 し,国 や地方 自治体

か ら財政支援 を受けた り,多 額の寄付金を集めた

りしている状況は,非 常に羨ましく映る。

3.女 性 たちのNPOを 支 える条件

1)NPOを 支える社会

これ まで見て きたようなNPOが 活動 を続 け ら

れるのは,女 性のためのNPOば か りでな く,福

祉活動 を目的 とするさまざまなNPOを 支える社

会の仕組みがあるからだ。

①行政府 との関係

タイムズ ・チェインジでは,す でに述べ たよう

に,連 邦政府や州政府そ して市庁が財源の60%

以上を負担 している。カナダ ・フィランソロピー

センタ._..al)が発行 している寄付金集めをしてい

る人のための情報誌,GIVE&TAKE32)に よれば,

カナダの福祉的NPOは 平均 して60%を,行 政府

から得ているとい うから,タ イムズ ・チェインジ

だけが特別なわけではない。

女性だけを対象にして雇用促進活動 を行 ってい

るタイムズ ・チェインジの ようなNPOが 行政府

の支援を受け られるのは,カ ナダの女性政策に負

うところが大 きい。女性の社会進出を支援 し,男

女平等 を達成するための政策が ・:!年代か ら積

極的に採用 され実行 されている。また単に平等な

機会 を用意するだけでは結果の平等が達成 され

ず,女 性のための積極的な是正策(ア ファーマテ

イブ ・ア クシ ョン)が あ って こそ,ジ ェ ンダー の

公 正が保 障 され る とい う考 え方が 浸 透 して い る。

こ う した背 景 が あ って,女 性 だ け を対 象 と した

NPOや プ ロ グ ラム に政府 の援助 が得 られ るので

あ ろ う。

② 寄付行 為

寄付行 為が 社会 の なか に埋 め込 まれてい る こ と

も,NPO存 立 の大 きな条 件 で あ る。 先 の資 料 に

よれば,福 祉NPOは 平均 して財 源 の14%を 寄 付

か ら得 てい る とい う。貧 しい人 々 を対 象 と してい

る福祉NPOは,無 料 の サ ー ビス を主 体 とす る こ

とに なるの で事業 収 入 を得 る こ とは困難 で あ る。

寄付 をで きるだけ多 く獲得 す るこ とが,よ りよい

サー ビス提 供 に欠かせ ない。 タイムズ ・チ ェイ ン

ジが寄付 の多 くを依存 していた大 トロ ン ト ・ユ ナ

イ テ ッ ド ・ウエ イ(TheUnitedWayofGreater

Toronto)は,こ う した福 祉NPOを 支 える組 織 の

ひ とつで ある。

ユ ナ イテ ッ ド ・ウエ イ は}ア メ リカに もあ る国

際 的組織 で,企 業や 人々か ら広 く寄付 を集 め,そ

れ を主 に福 祉NPOに 分 配 す る こ とを役 割 と して

い るNPOで あ る。企 業 は,個 別 のNPOを 審査 し

て寄付 をす る代 わ りにユ ナイテ ッ ド ・ウエ イ に一

括 して寄付 す る こ とで 手 間 を省 くこ とが で きる。

個 々のNPOも,多 くの 申請書類 を書 く代 わ りに,

ユ ナ イテ ッ ド ・ウエ イに 申請 や報 告 を書 くだ け

で,一 定 の寄付 を得 られ る。 またユ ナ イテ ッ ド ・

ウエ イ か ら寄 付 を得 てい る 団体 とい う こ とで,

NPOと して の信 用 を獲得 す る こ とが で きるの で,

個別 の企 業 や個 人か らの寄付 も得 られやす くな る

とい う313)Q

また カナ ダ ・フ ィラ ンソロ ピーセ ンターの よ う

に,NPOの 寄付 集 め を支 え る組 織 もあ る。 この

組織 の 目的 は,カ ナ ダの財 団や基 金が,自 ら選ん

だ福 祉活 動や地 域社 会 に,経 済 的援 助 を与 えるの

を容易 にす る ことで あ る。900ペ ー ジ(A4版 ・厚

さ5.5cm)に わ たる基金援 助 団体名 鑑(Canadian

DirectorytoFoundations&Grants)を 発 行 してお

り,そ こ には1498の 援 助 団 体 ・基金 が収 録 され

て い る。寄 付 を集 め たい と考 え るNPOは,こ の

名 鑑 の索 引 を引い て,自 分 た ちの活動 を支援 して

くれ そ うな団体 を探 す こ とが で きる。 た とえ ば,
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「女性 」 とい う項 目 を索 引で 引 くと,32の 団体 が

掲 載 されて いる。 また この セ ン ター は,寄 付行為

や ボ ラ ンテ ィア活動 につ いての調 査 を行 った り,

寄付 申請の仕 方や 申請書類 の書 き方 につ いて のマ

ニ ュアル を発行 してい る。 そ れ らは有料 であ るが

比 較 的安 価 で,NPOを 立 ち上 げ た い と思 っ てい

る人や寄付 集め に苦労 してい る団体 に とって,よ

い手 引 き書 になってい る。

一方
,NPOを 支援 し,広 報 ・宣 伝 ・啓発 活 動

を行 うア ドヴ ォカシー組織 が あ る。私 が訪問 した

タイ ムズ ・チ ェ インジや働 く女性 の コ ミュニテ ィ

セ ンターは,ACTEW(AdvocatesforCommunity-

BasedTrainingandEducationforWomen)と い う

ア ド ヴ ォ カ シ ー を 担 うNPOの 傘 下 に い る 。

ACTEWは,オ ンタ リオの女 性 の ため の コ ミュニ

テ ィベ ー スの 訓練 ・教 育組 織 の 連 合体 で,2001

年10月 現 在,傘 下 の組 織 は52団 体 で あ る。 これ

らの組織 の ため に,広 報活動 や研究 ・調査 に もと

つ く主張 を行 う。しか し,傘 下の すべ ての組織が,

女 性 だ け を対 象 に したNPOで はない 。男 女 を問

わず特定 の民族 や特定 の障碍 を持 った人 々の ため

の訓 練 ・教 育 活動 を行 っ てい るNPOも 含 まれ て

い る。 む しろ,女 性 だ け を対 象 に したNPOは

ACTEWの 中で も少数 であ る。

③ ボラ ンテ ィア

ボラ ンテ ィアが社 会 に根 づい てい る こと も大 き

い。先 のGIVE&TAKEに よれば,15歳 以上 の カ

ナ ダ人の 約3割 が ボラ ンテ ィア活 動 を してい る と

い う。35歳 か ら44歳 の年齢層 の参 加が 一番多 く,

参加 人数 の 全体 の25%,参 加 時 間全体 の24%を

占め てい る。

カナ ダのNPOの 場 合 は,理 事(役 員)は 報 酬

を得 て は な らない34)。NPOは,自 ら信 じる理 念

を実現 し地域 社会 のニ ーズ をみ たす ために,ボ ラ

ンテ ィア と してNPOの 創 設 や 運 営 に参 加 す る

人 々に よって支 え られ てい る。 日本の公 益法 人の

理事 ポス トがs元 官僚 の 天下 り先 とな り,ま た理

事 が 多額 の報 酬 を得 て いるの とは大 きな違い であ

る。

またNPOの 実 際 の活動 に も,多 くの ボ ラ ンテ

ィア が参 加 して い る 。 そ れ はか って 同 じよ うな

NPOの サ ー ビス を受 け て,立 ち直 った りエ ンパ

ワーされた りした人々であった り,社 会福祉の勉

強をしている学生のインターンシップとしての活

動であったりする。かってのクライエン トが,ボ

ランティアにな り,そ して職員になることもある。

また他の職業 を得て自立 したのち,無 報酬の理事

としてNPOの 運営に携わる場合 もある。

④職場 としてのNPO

ス タッフは事務職員 として また専 門家 と して

NPOで 働 く。そのNPOが 対象 としている人々 と

の経験 を共有 している人が採用 されやすいともい

う。た とえばかって ドメステ ィック ・バ イオレン

スの被害者だった女性が,シ ェルターのスタッフ

として働 く場合がそ うである。 また権力や金力 と

できるだけ遠い ところで仕事 をしたいという人々

にとって,ま た自分が信奉する理念や価値観 を実

現 しようとしている場所で生活の糧を得 たいと思

っている人々にとって,NPOは 格好の職場であ

る。 もちろん,理 事会 とスタッフの関係 は,経 営

者と労働者の ように,待 遇改善 を巡って緊張 をは

らむこともある。タイムズ ・チェインジの所長パ

ッ トが言 っていたように,保 険や年金 に補助 を出

して もらうまでには,理 事会 との長い交渉過程が

あった。

専 門的教育 を受けた人や知識や技能を持った専

門家が,働 きやすい職場 として積極 的にNPOを

選ぶからこそ,必 ず しも報酬の多 くない社会活動

が維持で きるのである。

2)女 性の,女 性による,女 性のためのNPO

私が訪問 したカナダのNPOは,女 性 たちがそ

の理念 を実現するために設立 し,時 に理事 として

運営 に参加 し(女 性の),女 性スタッフや女性 ボ

ランテ ィアによってサービス提供が行 われ(女 性

による),女 性 を対象 としている(女 性のための)

NPOで あった。 このようなNPOの 存立 を支えて

いるものは何か?

まず 「女性の」 という理念 は,シ スターフッド

の精神であるといえる。女性の置かれている状況

を改善 したい,差 別 され抑圧 されている女性 たち

に支援の手を差 しのべ たいという思い,そ してそ

れを実現するのは女性 としての経験 を共有 してい

る女性がふさわ しいという考え方である。
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「女性による」サービス提供 は,タ イムズ ・チ

ェインジの項で も書いたように,女 性の置かれた

状況,そ こから生まれる不安や躊躇,障 害や課題

は,同 じ女性によってもっともよ く理解でき,そ

れだか らこそ適切な支援の手 を差 しのべ られると

いう信念に もとついている。 クライエ ン トの女性

が ワークショップの参加者 と共に語 り合い学び合

う中で,自 分の力を見出 し,主 体的に問題解決す

る過程 を,親 身になって支えることがで きるのは,

女性 をエ ンパ ワメ ン トする仕事 に献 身で きるの

は,女 性である。男性任せには しておけない女性

の役割 ・仕事があるという使命感は,社 会活動 に

携 わる女性たちを意欲的に し,ま た満足感を与 え

ているように思われる。カナダのフェミニス トた

ちは,こ の使命感か ら,女 性のためのNPOを 立

ち上げ,運 営 し,そ こで働 き,時 間やお金や専門

的知識 ・技能 を寄付 しているのである。

また 「女性 のため」のNPOが 存続で きるのは,

女性のために特別の配慮 をす ることに妥当性があ

るとみなされているからである。それは,こ れ ま

で女性が置かれて きた地位や受けてきた教育や与

えられてきた機会に対する当然の配慮であ り,社

会的に補償 されなければならない。 この認識がカ

ナダの女性政策 に採用 されているか らこそ,女 性

だけ を対象 とす るNPOに 連邦政府や州政府か ら

補助金が支給 される。ユ ナイテ ッド・ウエ イか ら

の寄付金 も配分 される。 したが ってたとえば,こ

れまで権利 を剥奪 されてきた女性 たちに職業訓練

をし就業機会を提供することは,公 共性 を帯びた

仕事だと考えられている。

公共性については,普 遍的な定義があるのでは

ない。その社会の条件や価値観 によって変化する。

カナダでは,移 民が人口の重要で大 きな構成要素

となっているので,移 民に対す るサービスは公共

性 をもつ とされる し,ま た女性政策が進んでいる

ので,女 性に対するサー ビスの公共性 も承認 され

る。

日本でも,た とえば 「主婦」の再就職 を支援す

る教育プログラムが作 られている。再就職 プログ

ラムのセ ミナーを開催 している市町村がある35)。

主婦の再就職を謳 った学校 も生 まれている36)。し

か しカナダの状況は日本 と大 きく違 う。たとえば

タイムズ ・チェインジが対象 としている女性は,

日本の 「主婦」 とはかな り異なる女性であるとい

って よい。

移民のために英語教育 を実施 しているNPOで

教師を していた友人が語った ところによると,カ

ナダに移住 して きて30年 以上 になるのにほ とん

ど英語が話せない60歳 代 の中国系女性が初級 ク

ラスにいた という。彼女はカナダに渡ってきてか

らひたす ら家族の ため に家庭 にこ もって家事 を

し,英 語を学ぶ機会 をまった くもてなかったのだ。

一家の働 き手 としての夫や子 どもの教育が優先 さ

れ,自 分の番が回ってきた ときにはすでに60歳

になっていたとい う。同 じ民族集団の地域社会に

住んでいれば英語が話せな くても生活がで きると

ころが トロン トである。

また 日本人の若い友人が,移 民向けの無料の初

級 英語の クラス(こ れ もNPOの プログラム)に

もぐり込 んでいたことがある。そこで加仲 良 くな

った中東出身の19歳 の女性 は,そ のクラスに出

るときだけ外出が許 され,必 ず夫が迎えに来るの

で,ク ラスメー トとお茶 を飲みにい くこともで き

ない という。

こうした女性たちは,も し夫 と死別あるいは離

別することになった場合,路 頭に迷 う可能性があ

る。自立 して生 きてい くことは困難か もしれない。

現在の トロン トではs住 民の7割 以上が非英国系

であるという。 この現実に対応するために,タ イ

ムズ ・チェインジがあ り,働 く女性のコ ミュニテ

ィセンターがあるのだ。

日本で も,外 国人の流入が さかんで,こ うした

NPOが 必要 な地域が生 まれてきている。女性 た

ちには,女 性の歴史 と環境 と生活 に見合った支援

が必要 なはずだ。教育活動.`を 通 して必要な

情報や知識 ・技能の学習の場を提供するばか りで

なく,ワ ークショップや コンシャスネス ・レイジ

ングを通 して,女 性たちをエ ンパ ワーすることが

で きる。それは,「 女性が集団で女性 の関心事 を

決め,す べての分野で機会への平等 なアクセスを

得,自 立 と自分 自身の生活への コン トmル を得

ることにつながるだろう。それは,女 性の地位に

ついての,ま た女性のイメージに対する男女の態

度 を変えるように,連 帯 して行動するネッ トワー
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ク活動 を推進 す るこ とに もつ なが るであ ろ う。」:37}

教育 活動 は,単 に対 象 としてい る クライエ ン ト

をエ ンパ ワーす るだけで はない。 その結果,新 た

なク ライエ ン トをエ ンパ ワーす る人々 を生 み出す

こ とがで きる。 コ ミュニ テ ィに必 要 なサ ー ビスや

そ れ を支 えるパ ー トナ ー シップを提 供で きる市民

をつ く りだ す こ とが で きる。教 育活 動NPOは,

そ の意 味 で,新 しい市民社 会の形成 に欠 かせ ない

組織 であ る とい える。市川 昭午 は,新 しい市 民社

会 にお ける教 育や訓練 の役 割 につ い て,つ ぎの よ

うに述 べ てい る038)

市場経済 はそれが有 している弱点 を国家活動や コ

ミュニテ ィで補 わなければ,本 来的 に有 している合

理性や効 率性 を発揮で きない。 同時 に市場経済 に支

えられ なければコ ミュニテ ィは活力 に欠け,陰 気 な

もの になるし,社 会的公 正や連帯 とい った社 会主義

的価 値の実現 も不可能だか らで ある。そ こで,国 家

で も市場 で もないコ ミュニテ ィに着 目 し,社 会的合

意 を連帯感の うえに,競 争 と協調の微妙 な共生関係

を機軸 に して運営 される国家 ・社会 システムをつ く

り出 してい く。 コ ミュニテ ィが体現 して きた協調,

連帯,協 同,パ ー トナー シップの実現 をめ ざすのが

社会主義本来 の目的 なはずである。 … こうした

新 しい福祉社会 を形成 してい くためには,教 育が戦

略的重要性を もつ ようになる。知識集約型の産業構

造への転換 を促す産業政策 にお いても,手 渡 し型 か

ら引上げ型へ の福祉国家の再編成 をめ ざす福祉政策

において も,教 育や職業能力 開発が中軸的な役割 を

担わなければならないか らである。

一方 日本 の女性 た ち固有 の課題 もあ る。 日本の

社 会 と女性 に見合 った公共性 を担 う活動が 求め ら

れる。す でに 「こ ころざ し」 を拠 り所 に した グル

ープが
,さ まざまに女性 のための活動 に取 り組 ん

で い る:39)。こう した活動 グルー プが,日 本 の社会

の 実 状 に あ ったNPOを 立 ち上 げ,さ ま ざ ま な

人 々が ボラ ンテ ィア と して,あ るい は寄付行 為 を

通 して,そ れ に支援 の手が差 しのべ られ る ように

なるには,社 会が変化 す る必 要が あ る。 カナ ダの

女性 た ちのNPOの よ うに,女 性 の,女 性 に よる,

女 性 の た め のNPOが 活 躍 で きる 日が 来 る に は,

社会 と生活 と価値観の大 きな変革が必要だろう。

た しかにNPOに も問題がないわけでは ない40)。

しか し市民が,女 性が,自 分たちの欲 しいものを,

自分たちがいつか被災者 ・高齢者 ・障碍者 ・被差

別者などの立場に置かれたら必要だ と思われるも

のを,自 分 たちの手で創 り出 してためのNPOを

数多 く生みだすことで,社 会 を成熟 した市民社会

に変えてい くことができる。
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NPO関 係 ホ ー ム ペ ー ジ 「特 定 非 営 利 活 動 法 人 の
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電 通 総 研 編 『民 間 非 営 利 組 織NPOと は 何 か 一

社 会 サ ー ビス の新 しい あ り方一 』1996日 本経 済

新 聞社p.24
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2001岩 波 書 店p.5
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百 旗 頭 真 他 『「官 」 か ら 「民 」 へ の パ ワー ・シ フ

トー一誰 の た め の公 益 か 一 』1998TBSブ リ タニ カ

p,173
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p.29
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か らみ た シ ビ ル ・ソサ エ テ ィ ー」 五 百 旗 頭 真 他,

前 掲 書,p。45

同上,前 掲 書,p.42

北 澤 栄,前 掲 書,p.42-45

吉 田慎 一,前 掲 書,p。52

山 内 直 人rNPO入 門 』1999日 本 経 済 新 聞 社

p.68-69

井 上 輝 子 ・江 原 由 美 子 編r女 性 の デ ー タ ブ ッ ク

第3版 』1999有 斐 閣p.157

同上,p.161

渋 川 智 明,前 掲 書 。 著 者 が 取 り上 げ たNPOの ほ

と ん どは,実 際 の 活 動 や 労 働 は ほ とん ど女 性 の 手

に委 ね られ て い な が ら,理 事 長 は男 性 とい う団体

で あ っ た。

佐 藤 慶 幸 「女 性 の社 会 参 加一 生 活 ク ラ ブ生 協 か ら

の メ ッセ ー ジ を読 む一 」,原 ひ ろ 子 他 編 「ラ イブ

ラ リ相 関 社 会 学 ジ ェ ン ダ ー 』1994新 世 社

p.112

佐 藤 慶 幸 『女 性 と協 同組 合 の社 会学 』(前 掲)P.91

同 上,P..,.

井 上 輝 子 ・江 原 由 美 子 編 『女 性 の デ ー タ ブ ッ ク

第3版 』p.162-163

佐 藤 慶 幸 『女 性 と 協 同 組 合 の 社 会 学 』(前 掲)
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23)

24)

25)

26)

27)

28)

29)

30)

31)

32)

33)

34)

35)

p.98

同上,P.97

エ ンパ ワ ー メ ン トと は,r力 をつ け る こ と」 で あ

るが,フ ェ ミニ ズ ム や女 性 の 地位 向 上 とい う観 点

か らエ ンパ ワ ー メ ン トは 次 の よ う に定 義 さ れ る 。

「エ ンパ ワ ー メ ン トとは,女 性 の 自己 認 識 をつ け

る と もに,社 会 が 女 性 に対 して もつ 認 識,さ らに

は 女 性 の 役 割 と機 能 の 決 め ら れ 方 を こ と に よ っ

て,ジ ェ ン ダー 関 係 に影 響 を 与 え よ う とす る,そ

の 過 程 で あ る 。」(村 松 安 子 「エ ンパ ワー メ ン トに

向 け て 」,村 松 安 子 ・村 松 泰 子 編 「エ ン パ ワ ー メ

ン トの 女 性 学 』,1995,有 斐 閣,p.14)

トロ ン トでの 私 の 友 人 カ レン は,シ ン グル マ ザ ー

と して 朝 か ら晩 ま で働 い て い たが,そ の 一 方 で,

女 性 ホ ー ム レス の た め のNPO施 設 の 理 事 と して

積 極 的 に活 動 も して い た 。 ま た ドメ ス テ ィ ックバ

イオ レン ス を受 け た 女性 の ため の シ ェ ル タ ー の 活

動 に も関 わ っ て い た 。NPOの 理 事 は,金 と暇 の

十 分 あ る裕 福 な 人 々 ばか りで は な い の で あ る 。

TimesChangeAnnualReport1999-2000よ り

TimesChange,ALeader'sGuidetoCareer

PlanningforWomen2000version

須 田 木 綿 子 「素 顔 の ア メ リカNPO-一 一貧 困 と 向 き

合 っ た8年 間 』,2001青 木 書 店pp.33-42

コ ミュ ニ テ ィ ・ベ ー ス ト ・オ ー ガニ ゼ ー シ ョ ンに

つ い て,渋 川 は,単 に空 間 的 な地 域 を指 す だ け で

な く障碍 者 や 高 齢 者 や 特 定 の サ ー ビ ス を必 要 と し

て い る グ ル ー プ を指 す こ とが で き る とい う。(渋

川智 明,前 掲 書,p.142)

リー フ の発 行 して い る リー フ レ ッ ト,LEAF:How

IGCameεoβ θ に よる

リー フの 機 関 誌LEAFILINE、Vol.11,No.1,2001

Springp.1

市 民 や財 団,企 業 な どか ら,公 益 的 活 動 ・団 体 へ

の 支 援 を フ ィラ ン ソ ロ ピー とい う(電 通 総研,前

掲 書,p.34)。 カ ナ ダ の フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー の 対 象

と な っ て い る公 益 的 活 動 は,芸 術 ・文 化,教 育 ・

研 究,健 康,宗 教 団 体,社 会 サ ー ビ ス,ス ポ ー

ツ ・リク リエ ー シ ョン,国 際 活 動,環 境 問 題 な ど

で あ る。

CanadianCentreforPhilanthropy:GIVE&TAKE;

AResourceManualforCanadianFundraisers

須 田 木 綿 子,前 掲 書,p.203

須 田 木 綿 子 は次 の よ うに 書 い てい る,「(ア メ リ カ

のNPOの)理 事 は 原 則 と して 金 銭 的 報 酬 を受 け

取 っ て は な ら な い 。 こ うす る こ と で,NPOは 個

人 に所 有 され るの で は な い 「公 共」の存 在 とな る 。」

(須 田 木 綿子,前 掲書,p.145)

横 浜 女性 フ ォ ー ラ ム で は,エ ヴ リヌ ・シ ュ ル ロ と

い う女性 社 会 学 者 が 開発 した とい う 再 就 職 講 座

(寺 田 恕 子 「フ ラ ンス に お け る女 性 の た め の 再 就

職 教 育 の 調 査 と研 究 」1987に 紹 介 され て い る)

が 実 施 され て い る。 ま た東 京都 足 立 区 女 性 総 合 セ

ン タ ー で も,1988年 か ら 「再 就 職 セ ミナ ー 」 を

開催 して い る とい う 。(グ ル ー プRIM『 仕 事 し ま

す し ませ ん 』1993NTT出 版,p.158-159)。 最

36)

37}

38}

39)

40)

近では,埼 玉県立女性職業能力開発セ ンターが,

仲間やカウンセリングを重視 した 「再就職支援 ク

ラブ」(男 女対象)の プログラムを実施 している

(朝日新聞記事2002年1月10日)。

長井和子編著 『平成おんな大学一 「好 き」 を 「仕

事」にするためにJl999人 間出版

村松安子 「エンパワーメントに向けて」,前 掲書,

Pユ4

市川昭午 「未来形の教育』2000教 育開発研究所

p.134

横浜市女性協会編 「女のグループ 活動資金づ く

りの本』1993学 陽書房pp7-8

須田木綿子 「素顔のアメリカNPO一 貧困 と向 き

合った8年 間』や田中弥生r「NPO」 理想 と現実」

には,ア メリカのNPOが 抱 えるさまざまの問題,

組織の肥大化や自己目的化,ミ スマッチが描かれ

ている。

附記=ト ロントでの訪問調査は,平 成11-12年 度神奈川

大学共同研究奨励助成 を得て実施 した ものであ

る。
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Women'sNonProfitActivities:

TheOrganizationsofTrai皿 血gandEducationfor

WomeninCanada

KAWAKAMIFujiko

In1998,theNPORegulationwasproclaimedinJapan.NPOstandsforNonProfitOrganizations.In

J・pantherea・emany・ ・gani・ati・n・1ik・NPO.S・me・fthemarecalledKoek伽ujininJapaneseandthe

othersaxeinformalvolunteerorganizations.Koekihoujinsseemtobetheorganizationsforcivilservants,

notforordinarycitizens.Ontheotherhand,theinformalvolunteerorganizationsaresufferingfrom

financialdifficulties.ThissituationwasoneofthereasonswhysomepeoplehaddemandedtheNPO

RegulationsothatnewformalorganizationsasNPOscansupplyservicesfulfillingtheclients'needs.

InCanadatherearemanyNPOsfoundedandconductedbywomen.Thispaperattempstoshowhow

women'sNPOsareadministratedinToronto,Canada.TheseNPOsprovideadmirableexamplesofhowto

maketheNPORegulationeffective.

TimesChangeisaNPOgivingwomen'semploymentservices.ThisNP4isfundedbyHuman

ResourcesDevelopmentCanada,TheUnitedWayofGreaterToronto,TheCityofTorontoaswellaspublic

donations.Ithassomeprogramstotrainandeducatewomenwhoareseekingfortheirjobsafterintervals.

Ithasalsopublished/1(フareer、Planningレ 佐)rkbookfog・We)ηzθ η2000andノ 生 ムθαdθ 〆sG勧 乞dθtoCareer

PlanningforWomen2000.Thesebooksareveryusefultounderstandhowtoempowerthewomenwho

havebeendeprivedoftheirvariouskindsofopportunitiesinlifeandforcedunpaidwork.

Wo曲gWomenCommunityCentreisacommunitybasedNPOwhichhasaneducationalprogram

forPortuguesegirlswhotendtogiveuptheireducation.ThesePortuguesegirlsareexpectedtobe

encouragedbytheelderPortuguesewomenwhohavebeensuccessfulintheircareers.Thecentrehas

someotherprogramsforwomenwhoneedaids.

LEAF,TheWomen'sLegalEducationandActionFundistheorganizationwhichhasaprogramcalled

TheEarlyTeenOutreachProject.Thisprojectisdesignedtoraiseawarenessamongyoungstudentsabout

sexualassaults,consents,powerdynamics,equityrightsandCanadianCharterofRightsandFreedoms.

LEAFhasotherprogramstoadvancetheequalityofwomeninCanadathroughlitigationandlawreform.

ForordinaryCanadiansitseemtobemucheasiertosupportWomen'sNPOsthanJapanese.Thisis

becausetheyhaveanestablishedsystemofdonationandparticipationasvolunteers,andthe

governmentalpoliciestopromotegenderequity.Inordertofoundwomen'sNPOsinJapan,civilsocietyis

indispensable.Civilsocietywillbecreated,throughactivitiesofwomen'sNPps.
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